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Recognition of Residential Workers to Consider of Lifestyles of Persons with Autism 



























































男性 220名（54.5％）、女性 184名（45.5％）、年齢は 20歳から 69歳で、平均年齢 35.6歳（SD11.0）、
自閉症に関わった年数は 1年から 30年で、平均 7.3年（SD 6.0）であった。 
 
２．調査期間と調査方法 





































Ⅲ 結 果 
 
自閉症児者の過ごし方への配慮に対して意識する度合いを問う独自の 35項目の質問項目につい
































以上のように名づけた。因子別の平均値は、第 1因子 4.21（SD 0.52）、第 2因子 3.46（SD 0.74）、





意義な過ごし方の促進」、第 5因子「情緒の安定の促進」、第 3因子「社会性の向上の促進」、第 2因子
「他者との交流の促進」、第 4因子「身体活動の促進」の順に関心を向けていることが示唆された（表
4）。 
表 1 自閉症児者の過ごし方への配慮に関する質問項目における平均値・標準偏差 
          質問項目             平均値     標準偏差 
１.休憩を十分にとる                   3.88             .845 
２.水分補給をこまめにする                             3.95             .794 
３.利用同士で交流する                              3.02             .981 
４.和やかな雰囲気で過ごす                           4.33             .747 
５.遊びや趣味の幅を広げる                            3.87             .822 
６.職員と交流をする                                 3.74             .954 
７.ゆっくりと過ごす                               4.11             .766 
８.楽しく過ごす                                 4.28             .754 
９.静かに過ごす                                4.01             .863 
10.楽しみを増やす                               4.21             .764 
5 
 
11.地域の人と交流する                            3.06            1.025 
12.時間を守る                                    3.48             .982 
13.音楽を聴いて楽しむ                              3.41             .953 
14.歌うことを楽しむ                               3.08             .983 
15.人間関係を築く                                3.39            1.030 
16.安全な環境にする                                4.60             .681 
17.興味や関心のあることをする                       4.28             .707 
18.使う道具を大切に扱う                             3.76             .947 
19.できることは自分でする                            4.25             .877 
20.ルールを守る                                3.94             .877 
21.気候に応じた服を着る                            4.39             .716 
22.利用者の人間関係を大切にする                       3.99             .909 
23.体操等の全身運動をする                           3.50             .876 
24.工作等手指活動をする                            3.34             .856 
25.楽器を使った演奏を楽しむ                        2.73            1.005 
26.ストレスを発散する                           3.92       .816 
27.外出をする                                4.13             .760 
28.お茶の時間を楽しむ                           3.58             .951 
29.努めて身体を動かす                           3.63             .857 
30.他者と協力する                               3.18            1.045 
31.買物をする                                3.60             .896 
32.興味･関心を尊重する                               4.26             .724 
33.余裕のある生活をする                          4.04             .767 
34.作業に取り組む                             3.89             .854 
35.生活のリズムを整える                           4.33             .751 
 
表 2 自閉症児者の過ごし方への配慮に関する質問項目における因子分析結果 
質問項目                   第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子 第 5因子 
第 1因子「有意義な過ごし方の促進」  
17.興味や関心のあることをする      .794   .037   .140    .031      .199 
10.楽しみを増やす                       .751      .047      .055       .062      .014 
32.興味･関心を尊重する                  .637      .026      .020       .023      .075 
５.遊びや趣味の幅を広げる               .625      .144      .016       .091      .134 
27.外出をする                          .556      .199      .005       .180      .064 
16.安全な環境にする                     .519      .036      .141       .075      .119 
８.楽しく過ごす                        .508      .235      .112       .065      .253 
33.余裕のある生活をする                 .440      .017      .058       .008      .232 
第 2因子「他者との交流の促進」 
３.利用同士で交流する                   .087      .693      .005       .042      .009 
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15.人間関係を築く                       .015      .687      .059       .035      .023 
６.職員と交流をする                     .021      .623      .042       .001      .083 
30.他者と協力する                       .153      .510      .189       .264      .025 
22.利用者の人間関係を大切にする         .147      .494      .186       .073      .003 
第 3因子「社会性の向上の促進」 
20.ルールを守る                         .070      .042      .835       .051      .027 
18.使う道具を大切に扱う               .053      .150      .623       .075      .011                        
12.時間を守る                           .070      .119      .543       .096      .186 
19.できることは自分でする              .276      .125      .511       .078      .067                  
34.作業に取り組む                       .080      .002     .414       .071      .129 
第 4因子「身体活動の促進」 
14.歌うことを楽しむ                     .104      .179      .200       .729      .104 
13.音楽を聴いて楽しむ                   .197   .009    .113       .688      .016 
25.楽器を使った演奏を楽しむ             .062      .089      .024       .589      .008 
24.工作等手指活動をする                 .096      .110      .311       .558      .142 
23.体操等の全身運動をする             .039      .074      .188       .459      .145             
第 5因子「情緒の安定の促進」 
７.ゆっくりと過ごす                     .043      .189      .140       .115      .722 
１.休憩を十分にとる            .110      .005      .040       .045      .689 
２.水分補給をこまめにする               .045      .050      .020       .146      .497 
９.静かに過ごす                         .095      .094      .052    .008      .474 
 
表3 自閉症児者の過ごし方への配慮に関する質問項目における分散分析の結果 
区  分                平方和     自由度     平均平方     F値    
過ごし方への配慮          262.180             4          65.545        262.315* 
被調査者                   421.382           403 
誤 差                     402.792          1612            .250    




第2因子  第3因子  第4因子  第5因子 
第1因子「有意義な過ごし方の促進」         .745*       .345*      .995*       .222* 
第2因子「他者との交流の促進」                 .400*      .250*       .523* 
第3因子「社会性の向上の促進」                                         .650*       .122* 



































領域（0歳児から 6歳児の場合は運動スキル領域を加えた 4領域）から成る Vineland 適応行動尺度
（Vineland Adaptive Behavior Scales; VABS）を使用すると、すべての領域で低い値を示す
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